
 

 

 

 

○令和 7年度 第２回コミュニティー・スクール（学校運営協議会）が行われました。 

  去る１２月４日（木）１５：００より、第２回学校運営協議会を開催いたしました。お忙しい中、委員の皆様にお
集まりいただき、今回は２つのグループに分かれて意見交流を行いました。 
議事については次のとおりでした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

 
 
本校の多目的室にて、委員長、鈴木 潤
也様からご挨拶をいただいたのち、２つの
テーマについて、それぞれのグループに分
かれて意見交流を行いました。意見交流
の詳細につきましては本通信のそれぞれ
のテーマ毎の記載のとおりですが、ブレイ
ンストーミングで出されたアイディアを膨ら
ませる意見交流となりました。 
なお、第３回学校運営協議会について
は令和８年２月中旬を予定しております。 
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テーマ①「学校へ期待すること地域との連携で学校の資源を

活用してできること】 

  主に町の方々から意見を 

いただきました。 

 

・町民の人たちへの授業参観 

・学校行事に来てもらい、知ってもらう 

・老人会、町内会などのコミュニティーの人と花火大会、体育館

でのど自慢や映画鑑賞を行うなどはどうか。 

・お互いに物の貸し出しをするのはどうか。 

・町内会の行事を一緒に運営する、 

・イベントや学校行事にキッチンカーを呼んで、町の人にも公開

すると地域の人が来るのではないか。 

・日ハムの選手を招く。 

・福祉避難所の設置をして、施設を利用できるようにする。 

《議事》令和７年度第２回学校運営協議会 
（１）委員長あいさつ 
（２）意見交流（２つのグループで意見交流） 
【学校へ期待すること地域との連携で学校の資源を
活用してできること】 
【南幌町の人材や資源を活用して行ってみたい教育
活動のこと】 
（３）全体交流 
（４）校長あいさつ 

テーマ②「南幌町の人材や資源を活用して行ってみたい教育活動のこと」 

PTA会長及び、本校の職員から意見をいただきました。 

・移動手段がないので、活動が狭められてしまう。利用できる交通手段が無いので行きたい場所ややり

たい活動ができない。まずは、移動手段を確保したい。 

それができたら、農家さんにも返すことができる農業体験などがやりたい。 

・狭隘化でどんどん活動場所がなくなっているので、パットカーリングなどを体験したり教えていただいた

りできるとよい。 

・ボッチャも、正式なルールで教えてもらい、大会などにつながるような 

活動になるとよい。 

・空手も、大会に出るなど活動の場を広げていきたい。 

・音楽鑑賞も来ていただいて演奏していただいたり、一緒に 

演奏したりできるとよい。 

・作った作品やポスターなども、町内に展示や掲示できたらよい。 

・駐車場が少ないので、近くに借りられる場所があれば知りたい。 


